
12
切
削
や
研
削
も
受
注
。
世
界
最
高
級
と

も
言
わ
れ
る
強
靭
な
ヤ
ス
キ
ハ
ガ
ネ
を

通
じ
て
培
っ
た
技
術
力
は
、
他
社
を
圧

倒
し
続
け
て
き
た
。
総
務
部
の
三
浦
哲

也
部
長（
57
）は
、「
現
場
ス
タ
ッ
フ
は

と
て
も
頼
も
し
く
、
彼
ら
は
『
う
ち
に

切
れ
な
い
も
の
は
な
い
』
と
自
負
し
て

い
ま
す
よ
」
と
話
す
。

　

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
そ
う
と
02
年
、

戦
略
転
換
を
打
ち
出
し
て
新
規
事
業
へ

の
参
入
に
挑
戦
。「
20
年
先
の
世
界
市

場
を
独
自
リ
サ
ー
チ
し
た
結
果
、
航
空

機
や
宇
宙
関
連
で
約
６
０
０
兆
円
の
市

場
が
潜
在
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
我
々
も
航
空
宇
宙
産
業
分

野
へ
の
進
出
を
決
め
た
の
で
す
」
と
三

浦
部
長
。
し
か
し
、
自
動
車
産
業
以
上

に
高
い
技
術
力
が
要
求
さ
れ
る
航
空
宇

宙
産
業
。
簡
単
に
参
入
で
き
る
分
野
で

は
な
く
、
地
方
の
中
小
企
業
で
は
Ｐ
Ｒ

力
も
弱
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
《
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
》
と
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
国
際
規
格
《
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
》
を
同
時
取
得
。
さ
ら
に

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

J
I
S
Q
9
1
0
0
へ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
し
、
つ
い
に
２
０
１
０
年
、
国
際
航

空
宇
宙
産
業
に
お
け
る
特
殊
工
程
に
対

す
る
国
際
的
な
認
証
制
度
《
Ｎ
ａ
ｄ
ｃ

ａ
ｐ
（
ナ
ド
キ
ャ
ッ
プ
）》
も
取
得
し
た
。

　

Ｎ
ａ
ｄ
ｃ
ａ
ｐ
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
や

エ
ア
バ
ス
、
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
、
Ｇ
Ｅ

（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
な

ど
航
空
機
・
エ
ン
ジ
ン
の
主
要
メ
ー
カ

段
何
気
な
く
乗
っ
て
い
る

車
や
、
公
園
で
子
供
た
ち

が
楽
し
む
遊
具
。
私
達
は
、

普
〝
安
全
〞
で
あ
る
こ
と
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
感
じ
て
使
っ
て
い
る
。
し
か
し

実
際
に
は
、
消
費
者
が
利
用
す
る
前
に
、

「
力
や
熱
に
ど
れ
だ
け
耐
え
ら
れ
る
か
」

「
ど
れ
ほ
ど
使
っ
た
ら
機
能
が
低
下
す

る
か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
で
安

全
性
の
テ
ス
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、
合

格
し
た
も
の
だ
け
が
世
の
中
に
送
り
出

さ
れ
て
い
る
。《
株
式
会
社
キ
グ
チ
テ

ク
ニ
ク
ス
》
は
、
身
近
な
遊
具
や
自
動

車
か
ら
、
飛
行
機
や
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の

航
空
宇
宙
、
火
力
発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
で
使
わ
れ
る
金
属
や
複
合
材

の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
。
国
内
外
の

〝
も
の
づ
く
り
〞
を
支
え
、
し
い
て
は

私
達
の
暮
ら
し
の
安
全
、
安
心
を
支
え

て
い
る
。

　

１
９
６
１
年
、〝
鋼
の
町
〞
と
し
て

知
ら
れ
る
島
根
県
安
来
市
で
創
業
。
日

本
刀
の
研
磨
師
と
し
て
高
い
評
価
を
受

け
て
い
た
初
代
が
、《
日
立
金
属
株
式

会
社
》
安
来
工
場
長
に
高
級
特
殊
鋼
ヤ

ス
キ
ハ
ガ
ネ
の
研
磨
を
依
頼
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当
時
、
工
業
製

品
に
使
わ
れ
る
金
属
は
、
強
度
や
疲
労

度
な
ど
を
事
前
に
検
査
す
る
た
め
に
顕

微
鏡
を
使
っ
て
お
り
、
ミ
ク
ロ
単
位
の

金
属
表
面
を
見
る
た
め
に
は
金
属
の
表

面
を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
る
必
要
が

あ
っ
た
。
丁
寧
で
精
度
の
高
い
技
術
は

厚
い
信
頼
を
受
け
、
徐
々
に
成
長
し
て

い
っ
た
。
そ
の
後
、
手
作
業
に
よ
る
研

磨
に
加
え
、
機
械
を
用
い
た
試
験
片
の

世界を舞台に航空宇宙の分野で活躍するプロ集団

ー
が
運
営
管
理
す
る
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
航
空
宇
宙
製
品
の
特
殊
工
程
を
含

む
製
造
に
携
わ
る
た
め
に
は
、
必
須
条

件
と
な
る
権
威
あ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。
材
料
試
験
所
と
し
て
は
国
内

で
７
社
目
、
疲
労
試
験
の
項
目
に
関
し

て
は
２
社
目
の
取
得
だ
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
国
内
外
の
大
手
企
業
か
ら
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
14
年
に
は
Ｇ
Ｅ
、

16
年
に
は
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
な
ど
名
だ

た
る
企
業
か
ら
の
認
証
を
受
け
た
。

「
大
手
企
業
の
多
く
は
自
社
で
ラ
ボ
を

所
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
我
が
社
の

よ
う
に
完
全
に
客
観
的
な
立
場
で
品
質

を
試
験
、
評
価
で
き
る
独
立
し
た
研
究

所
は
少
な
く
、
存
在
意
義
は
大
き
い
と

自
負
し
て
い
ま
す
」。
昨
今
、
国
内
外

で
製
造
業
者
に
お
け
る
デ
ー
タ
改
ざ
ん

事
件
が
相
次
ぎ
、
人
々
の
信
頼
が
揺
る

ぐ
中
、
キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス
の
高
度
で

確
実
な
技
術
力
は
よ
り
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

同
業
他
社
に
負
け
な
い
特
徴
的
な
強

み
が
も
う
一
つ
あ
る
。
試
験
素
材
の
切

り
出
し
か
ら
熱
処
理
、
加
工
、
試
験
評

価
ま
で
、
全
国
で
も
数
少
な
い
一
貫
受

注
体
制
を
築
い
て
い
る
こ
と
だ
。
材
料

試
験
を
専
門
と
す
る
大
手
企
業
の
多
く

は
、
自
社
で
対
応
で
き
な
い
業
務
を
外

部
に
委
託
し
て
い
る
の
に
対
し
、
キ
グ

チ
テ
ク
ニ
ク
ス
は
他
に
類
を
み
な
い
一

貫
体
制
に
よ
っ
て
高
品
質
、
短
納
期
、

低
コ
ス
ト
を
実
現
。
国
際
的
に
も
競
争

力
を
得
た
。
世
界
中
か
ら
相
次
ぐ
受
注

に
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ
、
今
夏
は
本
社

近
く
に
疲
労
試
験
専
門
の
試
験
棟
を
完

成
。
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
用
の
耐
熱
合
金

な
ど
も
試
験
で
き
る
、
１
台
数
千
万
円

も
の
高
性
能
試
験
機
の
保
有
台
数
は
60

台
と
な
り
、
ア
ジ
ア
圏
域
で
は
最
も
多

い
と
い
う
。「
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
す
る

く
ら
い
注
文
は
相
次
い
で
い
ま
す
」
と

公務員として英国で働いていた三浦部長。航空宇宙産業を
通じ、人々の生命を守る仕事に魅せられて転職を決めた。

株式会社 キグチテクニクス
試験片の割出、加工から試験まで

1961年11月1日
代表取締役　木口 重樹
170名（男150名、女20名）
有
有
有

●創業
●代表者
●社員数
●資料請求
●インターンシップ
●企業見学

〒692-0057

島根県安来市恵乃島町114-15

TEL／0854-22-2619

http://www.kiguchitech.co.jp/

関東事業所
中部事業所

詳しくはお問合せください。

機械加工員及び機械試験員
・飛行機、車、機械いじりが大好きな方
・浅くても、幅広い知識を持っている方（材料、機械、電機、プログラミング）
・提案力があり独創性豊かな方
・お客様の立場に立ってものを考えられる方
・諦めない姿勢とこだわりを持ち、粘り強く取り組める人
・簡単に「できません」といわず、明るく、色々な提案ができる人

強
靭
な
ヤ
ス
キ
ハ
ガ
ネ
を
通
じ

培
っ
て
き
た
技
術
力

国
際
的
な
認
証
制
度
を
取
得

Ｇ
Ｅ
や
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
も
評
価

ジェットエンジンのタービンディスクや発電
用のボイラーの配管材は、700℃を超える環
境で使用されるうえ、強力な遠心力や内圧を
受ける。
単位時間でどれくらい材料が伸びるのかを把
握することは、設計や運用上の定期検査をす
るために欠かせないデータとなる。

厳格な航空機の型式証明試験を実施している。
米国 FAA*1、欧州 EASA*2が航空機の型式証
明試験に使用することを認めている MTS社
製の試験機を 100台規模で所有しアジア圏
No.1の設置台数を誇る。
*1 FAA（Federal Aviation Administration：アメリカ連邦航空局）

*2 EASA（European Aviation Safety Agency：欧州航空安全機関）

他
に
類
を
見
な
い
一
貫
受
注
体

制
で
高
品
質
、
短
納
期
、
低
コ

ス
ト
を
実
現

075 074鳥取・島根のリーディング企業株式会社 キグチテクニクス



　

鳥
谷
さ
ん
ら
製
造
部
が
作
っ
た
試
験

片
は
、
試
験
部
に
移
さ
れ
、
常
温
や
高

温
に
お
け
る
強
さ
、
延
性
、
疲
労
な
ど

の
材
料
特
性
を
調
べ
ら
れ
る
。
疲
労
試

験
課
の
藤
江
達
也
さ
ん（
25
）は
、
県
外

の
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
金
型
設
計

の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
昨
年
帰
郷
。

高
専
時
代
の
同
級
生
に
誘
わ
れ
て
中
途

入
社
し
た
。「
前
社
で
は
金
型
を
自
社

の
中
に
納
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
仕

事
は
直
接
外
部
の
お
客
様
と
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
よ
り
大

き
い
で
す
ね
。
最
終
的
に
は
消
費
者
の

安
全
に
つ
な
が
る
の
で
責
任
の
重
さ
も

痛
感
し
て
い
ま
す
」。

　

藤
江
さ
ん
の
仕
事
は
、
航
空
機
や
自

動
車
の
ピ
ス
ト
ン
や
バ
ル
ブ
な
ど
の
部

品
に
対
し
、
熱
や
力
を
加
え
、
破
壊
ま

で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
や
回
数
、
負
荷

が
か
か
っ
て
い
る
か
―
―
と
い
う
疲
労

試
験
。
調
べ
る
内
容
は
顧
客
の
要
求
に

従
っ
て
多
種
多
様
の
た
め
、
試
験
に
使

う
治
具
製
作
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
金

航空機エンジン用の耐熱合金も試験できる高性能の試験機を多数設置。国内外
から相次ぐ注文に対応できる体制を整えつつある。

鳥谷さん（右）ら製造部が試験片を作成し、藤江達也さん（左）ら
試験部が試験を行う。一貫受注体制で国際的にも競争力を得て、同
社の評価結果は世界を駆け巡っている。

ワイヤー放電加工機で精密な加工を行う製造部の鳥谷真
佑さん。

玄関周辺には植栽が行われ、四季折々の景色に職員はもちろん、訪れるお客様
も心癒されている。

今夏完成した材料疲労試験専門の試験棟 最先端の技術で、世界中に安全を届けるイメージカラーのグリーンを生かしたハイセンスな本社工場

　

島
根
大
学
で
物
理
学
を
勉
強
し
て
い

た
鳥
谷
さ
ん
は
、
県
内
企
業
を
紹
介
す

る
大
学
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
小
さ
な
島
根

か
ら
世
界
に
飛
び
立
て
る
」
と
い
う
三

浦
部
長
の
話
を
聞
き
、「
大
き
な
夢
を

持
て
る
」
と
惹
か
れ
て
入
社
を
決
め
た
。

「
指
示
書
な
ど
も
英
語
で
書
か
れ
た
も

の
が
よ
く
あ
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り
世
界

基
準
で
や
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
っ
て
実

感
し
ま
す
。
う
ち
は
国
内
の
有
名
企
業

か
ら
も
認
定
を
も
ら
っ
て
い
る
。
小
さ

な
会
社
で
も
大
企
業
を
相
手
に
仕
事
が

で
き
る
と
い
う
の
は
、
何
だ
か
ち
ょ
っ

と
誇
ら
し
い
で
す
ね
」。

　

入
社
後
の
教
育
・
研
修
制
度
は
充
実

し
て
い
る
。
新
人
研
修
か
ら
始
ま
り
、

職
場
で
の
勉
強
会
、
社
内
外
の
研
修
や

セ
ミ
ナ
ー
、
段
階
に
応
じ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ
、

必
要
な
技
術
は
無
理
な
く
身
に
付
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
格
が
不

可
欠
な
作
業
も
少
な
く
な
い
が
、
資
格

試
験
に
合
格
す
る
と
学
費
の
全
額
支
給

や
報
奨
金
が
出
る
な
ど
取
得
支
援
も
充

実
し
て
お
り
、
多
く
の
社
員
が
積
極
的

に
資
格
を
取
得
。
部
内
の
廊
下
に
は
社

員
の
名
前
ご
と
に
持
っ
て
い
る
資
格
を

貼
り
出
し
て
あ
り
、
裏
付
け
さ
れ
た
技

術
力
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共

に
社
内
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

も
図
っ
て
い
る
。
鳥
谷
さ
ん
は
、「
新

入
社
員
は
最
初
に
各
部
署
を
回
り
、
試

験
片
を
作
っ
て
試
験
を
す
る
と
い
う
一

連
の
作
業
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
え
る
の

で
、
作
業
の
流
れ
が
分
か
る
上
、
実
感

も
得
ら
れ
ま
す
。
実
力
を
つ
け
な
が
ら

資
格
取
得
も
目
指
し
た
い
」
と
話
す
。

の
が
特
権
で
す
ね
」
と
笑
う
。《
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）》

に
は
同
社
の
研
究
員
が
常
に
在
籍
し
て

お
り
、
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
の

羽
根
に
つ
く
〝
す
す
〞
を
模
擬
す
る
実

機
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

同
じ
課
の
新
入
社
員
、
萬
代
絢
子
さ

ん（
26
）は
大
学
院
で
宇
宙
物
理
を
専
攻
。

「
ま
さ
か
地
元
で
航
空
宇
宙
に
関
わ
る

仕
事
が
で
き
る
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
」
と
笑
う
。
小
さ
め
の
力
を
長

時
間
繰
り
返
し
加
え
て
強
度
を
調
べ
る

《
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
試
験
》
や
、
逆
に

大
き
め
の
力
を
短
い
時
間
繰
り
返
し
て

三
浦
部
長
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン

ド
ン
、
東
京
で
勤
め
な
く
て
も
、
ち
ょ

っ
と
ド
ア
を
開
け
れ
ば
世
界
に
繋
が
っ

て
い
る
企
業
は
、
実
は
山
陰
に
は
い
く

つ
も
あ
る
。
う
ち
も
そ
の
一
つ
。
島
根

の
端
っ
こ
で
作
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
今
、

こ
の
瞬
間
も
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い

る
の
で
す
」
と
胸
を
張
る
。

　

キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス
で
は
、
ま
ず
製

造
部
が
顧
客
か
ら
提
供
さ
れ
た
試
材
か

ら
試
験
素
材
を
切
り
出
し
、
必
要
に
応

じ
て
熱
処
理
を
行
っ
て
か
ら
試
験
片
を

加
工
。
そ
れ
を
試
験
部
が
材
料
特
性
や

組
織
な
ど
を
調
べ
て
い
く
。
最
初
の
工

程
で
あ
る
〝
切
断
〞
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
り
、
刃
物
や
砥
石
で
金
属
を

切
っ
た
り
削
っ
た
り
す
る
方
法
と
、
微

小
な
ワ
イ
ヤ
ー
に
電
気
を
通
し
一
筆
書

き
で
く
り
抜
く
よ
う
に
切
り
取
る
ワ
イ

ヤ
ー
放
電
加
工
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

製
造
部
製
造
一
課
の
鳥
谷
真
佑
さ
ん

（
22
）は
、
ワ
イ
ヤ
ー
放
電
加
工
で
精
密

な
加
工
を
行
っ
て
い
る
。「
厚
さ
が
１

ミ
リ
以
下
の
小
さ
な
も
の
か
ら
、
直
径

３
０
０
ミ
リ
く
ら
い
の
椀
型
の
も
の
か

ら
割
り
出
す
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
形
状

は
さ
ま
ざ
ま
。
大
き
く
て
重
さ
が
あ
る

上
、
曲
線
が
あ
る
よ
う
な
も
の
を
機
械

に
固
定
す
る
の
に
苦
労
し
ま
す
」
と
頭

を
か
く
。
同
社
は
国
内
で
10
台
程
度
し

か
な
い
と
い
う
世
界
最
大
級
超
大
型
ワ

イ
ヤ
ー
放
電
加
工
機
も
所
持
。
最
大

２
０
０
０
×
１
６
０
０
×
３
９
５
（
ミ

リ
）
も
の
大
型
で
削
り
に
く
い
高
硬
度

品
な
ど
も
高
精
度
に
切
り
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

属
だ
け
で
な
く
、
よ
り
耐
熱
性
の
高
い

Ｃ
Ｍ
Ｃ
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
基
複
合
材

料
）
や
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
炭
素
繊
維
複
合

材
）
な
ど
の
非
金
属
試
験
も
担
当
。

「
た
と
え
ば
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
の
部

品
は
、
昔
は
金
属
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

技
術
進
化
に
従
っ
て
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼

温
度
が
上
が
り
、
金
属
だ
と
溶
け
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
Ｃ
Ｍ
Ｃ
を
材
料

と
し
て
使
い
、
よ
り
燃
費
を
上
げ
た
最

新
の
飛
行
機
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｍ
Ｃ
の
試
験
を
で
き
る
の
は
国
内
で
は

う
ち
だ
け
で
す
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
り
、

「
最
先
端
の
技
術
進
歩
を
実
感
で
き
る

加
え
る
《
低
サ
イ
ク
ル
疲
労
試
験
》、

《
熱
疲
労
試
験
》
な
ど
を
実
施
。
先
日

は
初
め
て
、
１
０
０
〜
１
２
０
０
℃
の

高
温
に
よ
る
試
験
を
行
っ
た
。「
製
造

部
が
せ
っ
か
く
作
っ
た
試
験
片
で
も
、

試
験
の
手
順
を
間
違
え
た
り
す
る
と
壊

れ
た
り
、
熱
で
溶
け
た
り
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
が
抜
け
ず
、
業

務
中
は
い
つ
も
緊
張
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
」。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
て
い

け
る
力
が
不
可
欠
だ
。
同
社
は
今
年
、

地
域
産
業
振
興
や
も
の
づ
く
り
推
進
も

兼
ね
て
、
島
根
大
学
と
共
同
研
究
講
座

を
設
置
。
キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス
の
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
大
学
の
研
究
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
航
空
機
エ
ン
ジ
ン

部
材
用
耐
熱
合
金
や
複
合
材
な
ど
高
温

高
応
力
下
で
使
わ
れ
る
構
造
材
料
分
野

で
の
研
究
の
進
展
や
技
術
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。「
材
料
試
験
業
界
の

認
証
制
度
の
多
く
は
外
国
の
規
格
。
で

も
将
来
的
に
は
〝
キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス

規
格
〞
を
作
り
、
こ
れ
を
国
際
基
準
に

育
て
上
げ
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。
既

に
そ
の
力
は
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
」
と
三
浦
部
長
。
世
界
の
も
の
づ
く

り
を
支
え
て
き
た
キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス

は
、
今
後
ブ
ラ
ン
ド
力
を
よ
り
高
め
、

世
界
に
羽
ば
た
き
続
け
る
だ
ろ
う
。

製
品
の
強
度
を
測
る
疲
労
試
験

最
先
端
の
技
術
進
歩
も
実
感

超
硬
度
品
も
高
精
度
に
切
り
取
る

ワ
イ
ヤ
ー
放
電
加
工

材料が決められた条件下でどれだけ耐えうるか。お客様の目線に立った厳しい試験を行うのが
《キグチテクニクス》。写真は、疲労試験課新人の萬代絢子さん。

島
根
大
学
と
共
同
研
究
講
座
も

目
指
せ
“
キ
グ
チ
テ
ク
ニ
ク
ス

規
格
”

077 076鳥取・島根のリーディング企業株式会社 キグチテクニクス
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島根の端っこから世界に羽ばたく


